
01
最初に使う変数には必ずvarをつけましょう。
ループ中の変数iも忘れずに。







02
インデントをかけてコードを見やすくしましょう。







03
変数と予約語は被らないようにしましょう。







04
オブジェクトの階層を正しくしましょう。
文字の属性はTextRange.characterAttributes
です。
kerningはTextRange直下にあります。









05
文字の水平比率と垂直比率は
「horizontalScale」と「verticalScale」を
使ってください。







06
テキストフレームを選んでいる時だけ
実行させましょう。







07
実は...
このままだとアプリケーションをクラッシュさせる
キラースクリプトです。
アプリケーションの身になって、
変更する順番を変えてあげましょう。






